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 英語授業や⽂化体験、 2 泊 3 ⽇の
ホームステイまで、滞在中に⾏われ
るすべての活動がHOPE COLLEGE側で
計画され、多くのことを体験できる濃密な時間となりました。語学
学習としてプログラムのすべてが英語で⾏われるほか、⽣徒から現
地の⽅に率先して話しかけ、コミュニケーションを図るなど、多く
の交流の機会となりました。⽂化体験では、ミシガン湖のビーチで
の湖⽔浴やオランダ村の訪問などを⾏いました。

7 /28〜 8 / 8 までの12⽇間、⼩諸市の中学⽣ 8 名がアメリカの⼤学「HOPE COLLEGE」
（ホープカレッジ）を訪問し、語学・⽂化学習プログラムに参加しました。
滞在期間10⽇間の⼀部をご紹介します。  ■問 学校教育課 学校教育係

～ アメリカ HOPE COLLEGE を訪問して ～
中学生海外文化・語学学習事業

 参加者 8 名がそれぞれの体験をまとめた壁新聞を掲⽰します。
▶掲⽰期間  11/ 1 ㈬〜11/30㈭
▶場 所   市役所 1 階展⽰情報コーナー

壁新聞を掲示します

 アメリカのミシガン州にあるホランドという⽐較的⼩さな市、そ
こにあるのが「HOPE COLLEGE」です。ここは、⼩諸市と連携協定を
結んでいる明治学院⼤学の協定校であり、またかつて⼩諸義塾を創
設した⽊村熊⼆は、この⼤学の卒業⽣でした。そういった縁から、
⼩諸市の⽣徒のためにこのプログラムを⾏っていただき、今年で 5
年⽬となりました。

HOPE COLLEGE と小諸市

KOMORO City English Program
held at HOPE COLLEGE in Holland, Michigan

▲様々な⽂化体験と交流。
コミュニケーションはも
ちろん英語で。

▲授業では先⽣とのコミュ
ニケーションやペアワー
クを中⼼に、会話や表現
の練習を⾏いました。

▶⼤学内には、⽇本⼈
初の卒業⽣として⽊
村熊⼆の肖像画も飾
られています。

▲キャンパス内でオリエン
テーション。緑豊かでき
れいなキャンパス。


